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コンテンツの「構造」を集合知によってつくる
個人ごとの認識の違い
対象・用途の違い
バージョンの違い

StYLiD: 構造化コンテンツ共有システム
異なるスキーマの統合管理
半自動的にコンセプトをグループ化
Freebaseを対象とした性能評価

OWL (Web Ontology Language) とは
セマンティックウェブ用オントロジー記述言語
OWL-Full：最高位言語

目的に応じた研究支援ツールの自動選択に向けて
研究手法と研究支援ツールのマッチング
複数の研究支援ツールをどのように組み合わせるか

知識の再利用のためのオントロジー構築と推論・自動処理

SWCLOSの特徴
RDF/XMLの入出力可能
オブジェクト指向メタモデリングによりOWL-Fullプログラミングが可能
拡張構造包摂推論アルゴリズムを実装

ベンチマーク
他の処理系と比較して計算速度はほぼ互角
すべてのテスト問題で正解を回答

SWCLOS
Common Lisp Object System (CLOS) 上での
OWL推論を実現 
人工知能用言語Lispによる知的処理

コミュニティの力でウェブ空間をつくる・さがす
武田 英明（情報学プリンシプル研究系） ・ 大向 一輝（コンテンツ科学研究系）
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どんな研究？
ブログ、ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）といったサービスが普及するにつれて、ウェブに対する新たな要求が生まれています。
ひとつはコミュニケーションを円滑にするためのシステム環境づくり、もうひとつはウェブ情報の知的処理です。わたしたちのグループでは、セマンティックウェブや
コミュニティ支援、ヒューマンコンピュータインタラクションの技術を通じてこれらの問題に取り組んでいます。

世界初の OWL-Full 処理系
共同研究者： 小出 誠二（総合研究大学院大学）

ソーシャルウェブを通じた構造化コンテンツの形成・共有
共同研究者： Aman Shakya（総合研究大学院大学）

論文からの研究手法に関する知識の抽出
共同研究者： 荒木 次郎（総合研究大学院大学）
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これらの差異をどのように埋めて、
統一的な情報の構造をつくるか

セマンティック・ウェブにおける技術モデル

論文情報の利用
解析手法の蓄積と整理


